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自己紹介

杉本　典充 (SUGIMOTO Norimitsu)
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しがないソフトウェア開発者
Debian Userであり、FreeBSD Userでもある
両者が合わさったDebian GNU/kFreeBSDがおもしろそ
うなので、最近使っている



Debianパッ
ケージのフ
ォーマット



Debianパッケージのフォーマット

man dpkg-source(1)に書いてあります
3.0(native)

最初の頃からあるFormat 1.0(native)から圧縮形式が増え
たもの。
packagename-version.tar.ext
packagename-version.dsc

3.0(quilt)

upstreamから持ってきてパッチなど修正を加えたパッ
ケージはこの形式。
packagename-upstreamversion.orig.tar.ext
packagename-upstreamversion.orig-component.tar.ext
（ 任意）
packagename-debianversion.debian.tar.ext
packagename-debianversion.dsc



quiltコマンド

3.0(quilt)で使用しているパッチ管理ツール
debianプロジェクトオリジナルではなく、以下プロジェ
クトの成果物をパッケージしたものです
https://savannah.nongnu.org/projects/quilt

debian/patches/series、又はdebian/patches/debian.series
にパッチが積まれます
devscriptsの依存で一緒に入らないので別途「 apt-get
install quilt」



Debian
GNU/kFreeBSD



Debian GNU/kFreeBSDとは

FreeBSDカーネルを使って動作するDebian

kfreebsd-i386、 kfreebsd-amd64がアーキテクチャ名
もちろん aptが使えます
ドライバやデバイスはやっぱりFreeBSD（ kldstatと
か、/dev/ad4s1とか）
ZFSが使える
debootstrapで linux-i386バイナリをインストールして
chrootすると linuxバイナリが動く



portingって何？

様々 なアーキテクチャで動作させるように対応すること
(armelやmipsに対応するなど)

カーネルやCPUの違いを意識する必要がある
http://www.debian.org/ports/

http://www.debian.org/ports/kfreebsd-gnu/

http://glibc-bsd.alioth.debian.org/porting/



kfreebsdにおけるporting作業

具体的な作業は、
http://glibc-bsd.alioth.debian.org/porting/PORTING

unameチェック
debian/controlでカーネルの違いなのか、CPUの違いな
のか
libtool、 aclocal.m4など（ automake、 autoconf周り）
FreeBSD kernel 、 FreeBSD kernel versionといった
マクロ名に対応すること（ FreeBSD本家は FreeBSD を
使っている）
FreeBSDのデバイス管理はdevfsを使っていますので対応
が必要
FreeBSDなので存在しないシグナルがあります
linux限定の共有ライブラリ名をハードコードしている部
分の除去



つまりDebian GNU/kFreeBSDで使
えるようにするにはpatchをあてる

必要がある



そこでquilt登場



porting作業

対象パッケージは icewmというウィンドウマネージャです
icewmのタスクバーにある電源状態通知アイコンが
kfreebsdだと、表示されない
linux-i386、 linux-amd64では表示されるのは確認済み
portingすれば、 kfreebsdでも表示できるはず



kfreebsdで動かない原因の追求

”grep -nr FreeBSD *”、”grep -nr linux ”を実行し
てみる
原因はマクロ名が違うせいで、 linuxカーネル時の処理が
実行されていた
これを直せば、動くはず！！



quiltコマンドでpatch操作

debian/patches/seriesに管理しているパッチファイルが積
まれています
quilt new kfreebsd porting aapm

新しいパッチファイルを追加できました



quiltコマンドでpatch操作

quilt add src/aapm.h

修正するファイルを quiltコマンドで登録します

quilt edit src/aapm.h

ファイルを修正します

quilt refresh

kfreebsd porting aapmに出力します

ファイルが複数あるので、 add、 edit、 refreshを繰り返
します。



ビルドできるか確かめる

dchコマンドで changelogを追加
debuild -uc -usコマンドでパッケージをビルドします



パッケージがビルドできました

インストールして動作確認「 $ sudo dpkg -i icewm*.deb」
電源状態通知アイコンが表示されました
reportbugコマンドでpatchを送信しておきます
http://bugs.debian.org/cgi-
bin/bugreport.cgi?bug=650395
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形式”3.0(quilt)”」吉野与志仁
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http://wiki.debian.org/Projects/DebSrc3.0
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質疑応答

なにか質問はありますか？


